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ゲットウを含むハナミョウガ属の植物は、flexistylyと呼ばれる花の性的二型

を持つことが知られている｡開花曰の午前中に雄性先熟花(cataflexistyIousmorph，

cata型）が花粉を放出し、雌性先熟花（anaflexistylousmorph,ana型）では雌ずい

が成熟して受粉がおこる。午後にはこの関係が逆転し、花粉の受け渡しは異な

る型の花を持つ個体間でのみ行われるとされている。本研究ではゲットウの

flexistylyの詳細を明らかにすることを目的として、開花習性と雄・雌ずい成熟

のタイミング、花蜜分泌のパターン、訪花昆虫との関係などについて予備的調

査をおこなった。

ゲットウの開花時間の平均は、cata型、ana型ともに約２４時間であった。ｃａｔａ

型の花は４:00～6:ＯＯに開花し、その直後に花粉を放出し始めた。13:００頃から雌

しべの柱頭が下向きに屈曲し始めて雌性期に入り、訪花した昆虫から花粉を受

け取れる状態となった。ａｎａ型の花では、完全に開花した時点（～6:00）で柱頭

が下を向き､受粉可能な状態となっていた｡１３時頃には柱頭が上向きに屈曲し、

その後花粉が放出されて雄性期となった。こうした雄・雌ずいの挙動は、これ

までに報告されているハナミョウガ属の植物と一致する。

花蜜を２時間毎に採取して蜜量の変化を調べたところ、開花から２～３時間後

の８:００頃から分泌が始まり、９:Ｏｑｌ７:00,23:００にピークが見られた。このうち

23:００の分泌量が最大であった。糖濃度は開花直後の分泌開始時が最も高く約

35％で、19:ＯＯには25％まで低下した。１９:00以降は糖濃度が急激に低下し、２３:００

で約５％、翌日の５:００には０９６近くまで低下した。訪花昆虫を調べたところ、日

中はオキナワツヤハナバチやアオスジコシブトハナバチなどが、曰没後にはホ

シホウジャクやイッポンセスジスズメなどの訪花が確認された。また、オキナ

ワウスカワマイマイが比較的高頻度で花を訪れていることが確認された。

今回ゲットウで確認された、夜間に糖濃度の低い蜜を比較的多量に分泌する

傾向は、これまで他のハナミョウガ属の種では報告されていない。ハナミョウ

ガ属ではハナバチ（特にクマバチ）による送粉が強調されてきたが、今回の結

果からはゲットウが夜の媒介者も利用している可能性が示唆される。こうした

夜間の訪花者がゲットウの種子生産に寄与しているかどうかについては、今後

さらに調査する必要がある。


